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４月１日、市内１４番目にオープンした寺尾天台自治会館

教育委員会の相談

体制と教育相談員

の選任方法を問う

　
　

綱
嶋　

洋
一

　

問　

教
育
委
員
会
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
部
門
に
相
談
員
、
あ
る
い
は

相
談
員
に
相
当
す
る
仕
事
を
し
て

い
る
者
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
で
、
教
育
研
究
所
と
適
応
指

導
教
室
ル
ピ
ナ
ス
に
配
置
さ
れ
て

い
る
教
育
相
談
員
の
配
置
の
状
況

や
そ
の
種
類
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
ま
た
、
相
談
分
野
で
今
後
充

実
が
必
要
な
部
分
は
ど
こ
に
あ
り
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
。

さ
ら
に
教
育
相
談
員
の
選
任
は
、

元
小
・
中
学
校
長
や
教
頭
か
ら
多

く
選
任
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、児
童
・

生
徒
や
保
護
者
か
ら
意
見
を
聞
き
、

信
頼
さ
れ
て
い
た
、
元
一
般
教
職

員
を
選
任
す
る
な
ど
、
新
た
な
視

点
か
ら
教
育
相
談
員
を
選
任
す
べ

き
で
は
。

　

答　

教
育
委
員
会
で
は
、
保
護

者
や
学
校
な
ど
か
ら
の
相
談
に
適

切
に
対
応
す
る
た
め
、
教
育
研
究

所
に
２
人
の
一
般
相
談
員
、
適
応

指
導
教
室
ル
ピ
ナ
ス
に
３
人
の
一

般
相
談
員
と
１
人
の
教
育
心
理
相

談
員
を
配
置
し
て
い
る
。
ま
た
来

年
度
は
、
臨
床
心
理
士
の
資
格
を

有
す
る
教
育
心
理
相
談
員
１
人
を

教
育
研
究
所
に
配
置
し
、
発
達
障

害
が
疑
わ
れ
る
児
童
・
生
徒
の
早

期
発
見
、
支
援
体
制
の
充
実
に
努

め
る
。
一
般
相
談
員
の
人
選
は
、

相
談
の
内
容
か
ら
も
、
教
育
現
場

を
経
験
し
、
市
内
の
学
校
や
教
員

の
実
情
を
よ
く
知
る
者
を
選
任
す

る
の
が
よ
り
よ
い
と
考
え
て
い
る

が
、
選
任
の
方
法
は
今
後
研
究
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
」
を
質
問
）

貧
困
と
い
う
言
葉
が
復
活
し
た

現
代
に
必
要
な
施
策
と
は
何
か

日
本
共
産
党　

上
田　

博
之

　

問　

税
金
や
福
祉
な
ど
の
社
会

保
障
は
、
所
得
の
高
い
人
か
ら
低

い
人
へ
の
再
配
分
機
能
が
あ
り
、

そ
の
前
と
後
で
は
貧
困
率
が
下
が

る
は
ず
だ
が
、
日
本
で
は
逆
に
貧

困
率
が
上
が
っ
て
い
る
。
こ
ん
な

ひ
ど
い
国
は
日
本
だ
け
だ
。
市
と

し
て
「
貧
困
」
の
実
態
を
調
査
・

把
握
し
、
政
策
議
論
の
机
上
に
の

せ
て
ほ
し
い
。
「
貧
困
」
の
認
識

を
市
が
持
て
ば
、
老
年
者
非
課
税

措
置
が
廃
止
さ
れ
た
方
に
対
し
、

年
９
０
０
０
円
も
の
介
護
保
険
料

の
値
上
げ
を
提
案
で
き
な
い
は
ず

だ
。
今
必
要
な
の
は「
自
己
責
任
」

と
い
う
冷
た
い
言
葉
で
は
な
く
、

「
お
互
い
さ
ま
」
と
い
う
支
え
あ

う
心
で
は
な
い
か
。
訪
問
活
動
を

す
る
「
生
活
支
援
あ
っ
た
か
相
談

員
」
の
配
置
を
求
め
る
。

　

答　

ど
の
よ
う
な
基
準
で
貧
困

で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
の
は

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
と
考
え
る
。
日

本
は
、
社
会
保
障
制
度
の
問
題
や

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
国

際
競
争
力
向
上
に
対
応
す
る
た
め
、

各
種
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

し
か
し
一
方
、
弱
者
に
対
す
る
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
質
・
量

と
も
、
十
分
で
な
か
っ
た
と
い
う

点
を
今
後
は
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
現
在

も
す
で
に
活
動
し
て
い
る
高
齢
者

に
対
す
る
「
シ
ニ
ア
あ
っ
た
か
相

談
員
」
や
生
活
保
護
な
ど
の
「
就

労
相
談
員
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
体
制
を
取
っ
て
い
る
が
、
今

ま
で
以
上
に
、
よ
り
き
め
の
細
か

い
相
談
体
制
を
と
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

化
石
燃
料
に
代
わ
る
燃
料
と
し

て
太
陽
光
発
電
の
普
及
を
望
む

公
明
党　
　
　

井
上　

賢
二

　

問　

二
酸
化
炭
素
ガ
ス
な
ど
の

温
室
効
果
ガ
ス
を
生
み
出
す
原
因

に
は
、化
石
燃
料
の
燃
焼
が
あ
り
、

根
本
的
な
解
決
に
は
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。
中
で

も
太
陽
光
発
電
は
広
く
普
及
可
能

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
る
。
国
は
家
庭
の
太
陽
光

発
電
の
設
置
補
助
に
２
３
８
億
円

を
盛
り
込
ん
だ
平
成　

年
度
予
算

２１

の
概
算
要
求
を
発
表
し
た
。
本
市

も
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
、
３
万

円
の
補
助
金
制
度
が
あ
る
。
今
回

の
国
の
施
策
に
合
わ
せ
、
太
陽
光

発
電
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て

い
る
か
。
ま
た
、
愛
知
県
田
原
市

で
は　

の
公
共
施
設
に
太
陽
光
発

４７

電
設
備
を
設
置
し
て
い
る
、
本
市

の
公
共
施
設
へ
の
導
入
の
計
画
は
。

　

答　

太
陽
光
発
電
設
備
の
住
宅

へ
の
設
置
は
、
平
成　

年
度
に
補

１７

助
制
度
を
創
設
し
、
普
及
に
努
め

て
い
る
。
２
月
に
は
一
層
の
普
及

促
進
の
た
め
、
市
庁
舎
北
側
に
あ

る
駐
輪
場
の
屋
根
に
住
宅
用
太
陽

光
発
電
設
備
を
設
置
し
、
発
電
状

況
の
確
認
が
で
き
る
モ
ニ
タ
ー
や

補
助
制
度
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
を

展
示
し
た
。
公
共
施
設
で
は
、
公

園
な
ど
に
太
陽
光
や
風
力
発
電
の

照
明
灯
を
設
置
し
て
い
る
。ま
た
、

小
・
中
学
校
に
は
市
内
事
業
者
の

協
力
で
、
環
境
教
育
の
一
環
と
し

て
太
陽
光
や
風
力
発
電
の
照
明
な

ど
を
設
置
し
て
い
る
。
綾
瀬
小
学

校
の
新
築
工
事
で
も
太
陽
光
発
電

設
備
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に「
社
会
福
祉
に
つ
い
て
」

「
憩
い
の
家
に
つ
い
て
」
「
道
路

管
理
整
備
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

本市の農業施策全

般にわたり今後の

あり方などを伺う

市
民
会
議　
　

増
田
淳
一
郎

２１

　

問　

今
は
国
全
体
で
農
業
を
見

直
す
時
期
で
あ
り
、
後
継
者
の
育

成
や
環
境
整
備
、
学
校
で
の
教
育

が
必
要
で
あ
る
。
後
継
者
育
成
の

た
め
に
も
、
農
産
物
を
直
売
す
る

常
設
の
販
売
所
設
置
へ
の
助
成
を

行
わ
な
い
か
。
ま
た
、
出
荷
の
た

め
の
コ
ン
テ
ナ
リ
ー
ス
代
や
根
こ

ぶ
病
の
薬
剤
へ
の
助
成
を
増
や
さ

な
い
か
。
酪
農
家
に
対
し
て
輸
入

え
さ
へ
の
助
成
を
し
な
い
か
。
雨

が
降
る
と
ぬ
か
る
む
農
道
の
整
備

は
ど
う
か
。
ま
た
、
未
利
用
農
地

の
活
用
と
し
て
、市
で
借
り
上
げ
、

市
民
農
園
と
す
る
考
え
は
な
い
か
。

農
産
物
を
利
用
し
た
特
産
品
づ
く

り
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
以
外

で
考
え
て
い
る
も
の
は
な
い
か
。

市
内
小
・
中
学
校
の
農
業
へ
の
取

り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

答　

農
業
活
性
化
の
た
め
に
、

常
設
の
直
売
所
の
設
置
は
農
協
と

詰
め
て
積
極
的
に
進
め
た
い
。
ま

た
、
リ
ー
ス
代
、
薬
剤
代
、
輸
入

え
さ
へ
の
助
成
は
、
農
業
支
援
全

体
の
予
算
の
中
で
農
家
と
調
整
し

て
い
き
た
い
。
農
道
は
、
道
路
に

隣
接
す
る
地
権
者
か
ら
要
望
が
あ

れ
ば
整
備
し
て
い
く
。
ま
た
、
未

利
用
農
地
の
活
用
で
は
、
認
定
農

業
者
な
ど
に
利
用
集
積
と
い
う
形

で
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
優
先

し
た
い
。
特
産
品
づ
く
り
で
は
、

い
き
い
き
祭
り
の
豚
す
き
を
レ
ト

ル
ト
パ
ッ
ク
化
し
て
出
し
て
い
き

た
い
。
小
・
中
学
校
の
取
り
組
み

で
は
、
小
学
校
で
は
花
や
野
菜
の

栽
培
、
中
学
校
で
は
職
場
体
験
学

習
と
し
て
、
作
物
の
植
え
付
け
や

収
穫
を
体
験
し
て
い
る
。

世界的な景気後退

の中での本市の緊

急経済対策を問う

公
明
党　
　
　

出
口
け
い
子

　

問　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、

行
政
が
取
り
組
む
使
命
と
責
任
は
、

市
民
の
生
活
と
雇
用
を
守
る
こ
と

に
尽
き
る
と
思
う
。
昨
年
後
半
か

ら
の
世
界
的
な
景
気
後
退
の
波
が

本
市
の
地
域
経
済
に
ど
の
よ
う
に

押
し
寄
せ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
か
。
定
額
給
付
金
支
給
に
向
け

た
今
後
の
予
定
は
。
ま
た
、
本
市

に
支
給
さ
れ
る
総
額　

億
円
の
給

１３

付
金
を
ど
の
よ
う
に
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
か
。
さ
ら
に
雇
用
機
会

創
出
の
た
め
の
「
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
特
別
交
付
金
」
と
「
緊
急
雇

用
創
出
事
業
」
へ
の
本
市
の
取
り

組
み
と
中
小
企
業
支
援
の
今
後
の

取
り
組
み
を
伺
う
。　

　

答　

世
界
的
な
景
気
後
退
は
、

予
想
を
超
え
る
未
曾
有
の
経
済
危

機
と
認
識
し
て
い
る
。
定
額
給
付

金
は
申
請
書
を
３
月
末
ま
で
に
送

付
し
、
４
月　

日
前
後
か
ら
給
付

２０

を
行
う
見
込
み
で
、
支
給
に
合
わ

せ
、
各
商
店
会
で
バ
ー
ゲ
ン
な
ど

を
行
う
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
金
は

市
税
滞
納
者
へ
の
電
話
催
告
業
務

を
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
は
公
文

書
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
事
業

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。
中
小
企

業
へ
の
緊
急
保
証
制
度
は
２
月
末

で
３
０
０
件
に
達
し
た
。
今
後
も

広
報
紙
へ
の
掲
載
や
訪
問
す
る
な

ど
し
て
、
制
度
の
周
知
を
図
る
。

（
ほ
か
に
「
介
護
保
険
の
現
状
と

課
題
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
現

状
と
課
題
、
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」
を
質
問
）

あやぴぃ


